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は
じ
め
に

　

八
百
比
丘
尼
伝
説
に
多
く
見
ら
れ
る
長
寿
モ
チ
ー
フ
が
、
文
献
上
初
め
て
現
れ
る
の
は
室
町
時
代
中
期
、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
に
お
け
る
『
康
富
記
』、

『
綱
光
公
記
』、『
臥
雲
日
件
録
』
と
い
う
同
時
期
に
書
か
れ
た
三
種
の
日
記
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
若
狭
か
ら
京
都
へ
上
洛
し
た
白
比

　

八は
っ
ぴ
ゃ
く百比び

丘く

尼に

伝
説
に
多
く
見
ら
れ
る
長
寿
モ
チ
ー
フ
が
、
文
献
上
初
め

て
現
れ
る
の
は
室
町
時
代
中
期
の
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
に
書
か
れ
た

三
種
の
日
記
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
記
類
に
記
録
さ
れ
て
い
る
若
狭
か
ら

京
都
へ
来
た
白
比
丘
尼
集
団
の
活
動
は
、
非
常
に
断
片
的
で
あ
り
詳
細
な

実
態
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
お
よ
そ
三
〇
年
後
に
書
か
れ
た
御お

と

伽ぎ

草ぞ
う

子し

『
筆
結
の
物
語
』
は
、
丹
波
か
ら
京
都
に
出
て
き
た
狸
の
一
団
が
、
若
狭

の
白
比
丘
尼
と
対
面
し
問
答
を
行
う
と
い
っ
た
文
安
六
年
の
白
比
丘
尼

上
洛
の
出
来
事
を
基
に
し
た
と
思
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
創
作
の

物
語
な
が
ら
、
当
時
の
日
記
類
に
記
述
さ
れ
て
い
る
実
在
の
地
名
、
寺
院

名
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
や
、
白
比
丘
尼
が
語
る
自
ら
の
出
自
や
リ
ア
ル

な
問
答
の
内
容
か
ら
、
作
者
の
実
際
の
見
聞
が
基
と
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
見
い
だ
せ
る
。
そ
こ
で
同
時
期
日
記
類
と
『
筆
結
の
物
語
』
及
び
八
百

比
丘
尼
伝
説
の
伝
承
を
詳
細
に
比
較
・
分
析
を
行
い
、
室
町
中
期
に
お
け

る
長
寿
を
語
る
白
比
丘
尼
集
団
の
活
動
実
態
と
、
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る

八
百
比
丘
尼
伝
説
の
基
と
な
る
伝
承
を
明
ら
か
に
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】「
八は

っ
ぴ
ゃ
く百比び

丘く

尼に

」「
御お

と

伽ぎ

草ぞ
う

子し

」「
室む

ろ

町ま
ち

期き

の
日に

っ

記き

」「
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

伝で
ん

承し
ょ
う」「

女じ
ょ

性せ
い

宗し
ゅ
う
き
ょ
う
し
ゃ

教
者
」

論
　
文
　
要
　
旨

中
世
に
お
け
る
白
比
丘
尼
集
団
の
活
動
に
つ
い
て

―
日
記
類
と
『
筆
結
の
物
語
』
を
中
心
に
―

冨　

樫　
　
　

晃
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丘
尼
集
団
の
活
動
は
、
非
常
に
断
片
的
で
あ
り
、
詳
細
な
実
態
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
お
よ
そ
三
〇
年
後
に
書
か
れ
た
御
伽
草
子
『
筆
結
の
物
語
』
は
、
丹

波
か
ら
京
都
に
出
て
き
た
狸
の
一
団
が
、
若
狭
の
白
比
丘
尼
と
対
面
し
問
答
を
行
う
と
い
っ
た
文
安
六
年
の
白
比
丘
尼
上
洛
の
出
来
事
を
基
に
し
た
と
思
わ
れ

る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
創
作
の
物
語
な
が
ら
、
当
時
の
日
記
類
に
記
述
さ
れ
て
い
る
実
在
の
地
名
、
寺
院
名
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
や
、
白
比
丘
尼
が
語
る

自
ら
の
出
自
や
リ
ア
ル
な
問
答
の
内
容
か
ら
、
作
者
の
実
際
の
見
聞
が
基
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
白
比
丘
尼
集
団
の

活
動
実
態
が
断
片
的
で
あ
っ
た
日
記
類
の
記
述
を
補
完
し
、
こ
れ
ら
を
解
き
明
か
す
手
か
が
り
と
な
り
う
る
同
時
代
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
白
比
丘
尼
上
洛

時
の
日
記
類
と
『
筆
結
の
物
語
』
及
び
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
伝
承
を
詳
細
に
比
較
・
分
析
し
、
室
町
時
代
中
期
に
お
け
る
長
寿
を
語
る
比
丘
尼
集
団
の
活
動
実

態
と
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
基
と
な
っ
た
伝
承
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。　
　

一
．
御
伽
草
子
『
筆
結
の
物
語
』
で
の
白
比
丘
尼
像

（
一
）『
筆
結
の
物
語
』
の
概
要

　

文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
五
月
か
ら
七
月（

１
）に

か
け
、
若
狭
国
か
ら
白
比
丘
尼
と
い
う
名
称
の
長
寿
を
語
る
一
団
が
上
洛
し
て
き
た
こ
と
が
、
京
都
市
中
で
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
人
々
の
噂
に
上
っ
て
い
た
こ
と
が
同
時
期
に
書
か
れ
た
『
康
富
記
』、『
綱
光
公
記
』、『
臥
雲
日
件
録
』
と
い
う
三
種
の
日
記
類
の
記

述
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
記
類
に
記
録
さ
れ
た
、
長
寿
を
語
る
白
比
丘
尼
集
団
上
洛
の
出
来
事
を
モ
デ
ル
と
し
て
書
か
れ
た
御
伽
草
子
が
文

明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
に
成
立
し
た
『
筆
結
の
物
語
』
で
あ
る
。

　

室
町
期
に
書
か
れ
た
御
伽
草
子
の
作
品
群
は
、
そ
の
多
く
が
作
者
や
成
立
時
期
等
に
つ
い
て
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
筆
結
の
物
語
』
は
、
筆
者
や

成
立
時
期
が
判
明
し
て
い
る
希
有
な
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。『
筆
結
の
物
語
』
の
著
者
と
作
品
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
市
古
貞
次（

２
）に
よ
り
、
詳
細
な
分
析

が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
古
の
書
に
基
づ
い
て
『
筆
結
の
物
語
』
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

現
存
す
る
『
筆
結
の
物
語
』
写
本
は
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
が
唯
一
で
、
奥
書
に
は
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
正
月
十
一
日　

 

彝
鳳
老
人
と

あ
り
、永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
正
月
に
十
河
六
郎
源
儀
重
が
書
写
し
た
際
に
は
、「
右
一
巻
、石
井
前
内
蔵
允
平
康
長
、令
出
家
法
名
号
彝
鳳
、尓
時
作
之
。」
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と
著
者
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
市
古
は
こ
の
著
者
で
あ
る
石
井
前
内
蔵
允
平
康
長
に
つ
い
て
、『
見
聞
諸
家
紋
』
に
紋
所
と
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
実
在
の
人
物
で
あ
る
と
し
、「
恐
ら
く
幕
府
に
仕
え
た
者
で
あ
ら
う
。
か
な
り
な
地
位
に
あ
っ
た
被
官
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
が
、
憶
測
を
逞
し
う
す
れ
ば
、

評
定
所
な
ど
の
書
記
役
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
白
比
丘
尼
集
団
が
京
に
上
洛
し
た
出
来
事
は
、
こ
の
書
が
上
程
さ
れ
た
三
〇
年

ほ
ど
以
前
で
あ
る
が
、
著
者
が
老
人
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
石
井
康
長
は
若
く
現
役
で
活
動
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
　
『
筆
結
の
物
語
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』
か
ら
、
本
作
の
あ
ら
す
じ
を
引
用
す
る
。

　
　
　

�

丹
波
國
桑
田
群
弓
削
庄
の
狸
大
膳
亮
后
轉
は
南
枝
に
花
一
輪
綻
び
た
の
を
み
て
、
初
春
の
訪
れ
を
知
り
、
寒
さ
が
薄
ら
ぐ
に
つ
れ
、
狩
人
が
襲
ふ
か
ら

用
心
厳
し
く
せ
よ
と
、
家
の
子
郎
等
に
命
じ
た
。
彼
の
庶
流
に
當
る
和
泉
國
毛
穴
庄
の
地
頭
、
貉
式
部
太
夫
轉
遠
も
鶯
の
聲
を
聞
い
て
春
を
知
り
、
嫡

子
眞
貒
太
郎
轉
用
を
同
道
し
て
、
惣
領
の
后
轉
の
許
に
年
賀
に
赴
い
た
。
四
方
山
の
話
の
末
、
蕗
を
食
ひ
た
く
な
り
、
京
都
正
親
町
に
三
人
で
出
か
け

た
。
西
洞
院
邊
で
、
最
近
上
京
し
た
若
狭
國
の
八
百
歳
の
白
比
丘
尼
を
見
物
の
人
々
が
群
集
し
て
ゐ
る
。
立
ち
寄
っ
て
、
自
分
達
の
先
祖
の
事
、
兩
宮

の
由
来
、
鳥
居
の
事
、
歌
道
・
入
木
道
の
心
得
、
佛
教
を
信
ず
べ
き
事
、
武
士
の
教
養
、
四
書
五
經
、
流
鏑
馬
・
犬
追
物
の
故
事
、
禮
儀
作
法
な
ど
の

話
を
聞
い
た
。
や
が
て
后
轉
は
轉
遠
父
子
と
別
れ
て
丹
波
へ
歸
る
途
中
、
小
野
道
風
を
祀
る
明
神
に
馬
上
か
ら
参
拝
し
た
。
す
る
と
だ
し
ぬ
け
に
彼
を

突
き
落
す
男
が
あ
る
の
で
、
み
る
と
都
で
高
名
な
筆
結
、
筆
ヲ
結
永
で
あ
る
。
馬
か
ら
下
り
て
禮
を
す
る
と
結
永
は
走
り
よ
っ
て
上
毛
を
ひ
た
む
し
り

に
む
し
り
と
る
の
で
、「
筆
の
毛
は
年
内
に
差
し
上
げ
た
は
ず
で
す
が
、
さ
う
度
々
御
入
用
で
は
、
我
ら
は
何
の
身
に
も
な
り
ま
せ
う
」
と
い
う
と
、

結
永
は
「
そ
れ
な
ら
御
汁
の
身
に
な
れ
と
」
答
へ
た
。

　

こ
の
狸
の
集
団
が
若
狭
の
白
比
丘
尼
と
邂
逅
し
、
各
種
の
問
答
を
行
っ
た
内
容
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
沢
井
耐
三（

３
）は
、「
本
書
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な

意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
狸
た
ち
と
八
百
比
丘
尼
の
問
答
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
神
仏
、
武
道
、
芸
道
に
関
す
る
知
識
、
故
実
で
あ
る
。
こ
の
問
答
部
分

は
分
量
的
に
全
体
の
お
よ
そ
四
分
の
三
、
後
半
の
殆
ど
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
部
分
に
は
主
人
公
が
狸
で
あ
る
こ
と
の
諧
謔
は
ほ
と
ん
ど
作
用
し
て
い
な
い
」

と
論
じ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
部
分
が
文
学
作
品
と
し
て
、
こ
の
作
品
の
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
本
作
品
を
、
白
比
丘
尼
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上
洛
と
い
っ
た
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
性
を
有
し
た
事
柄
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
、
同
時
期
日
記
類
を
補
完
し
う
る
史
料
と
し
て
検
証
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

な
お
、
以
下
の
『
筆
結
の
物
語
』
原
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
全
て
沢
井
耐
三
『
室
町
物
語
と
古
俳
諧
―
室
町
の
「
知
」
の
行
方
―
』（
二
〇
一
四
年
三
弥

井
書
店
）
に
載
る
翻
刻
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
白
比
丘
尼
の
上
洛
を
記
録
し
た
日
記
類
に
つ
い
て

　
『
筆
結
の
物
語
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
の
白
比
丘
尼
上
洛
の
出
来
事
を
記
録
し
た
三
種
の
日
記
類
に
お
け
る
記
述（

４
）は

以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

①�

『
康
富
記
』
室
町
時
代
の
外
記
局
官
人
を
務
め
た
中
原
康
富
（
一
三
九
九
―
一
四
五
七
）
の
日
記
で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
か
ら

康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
に
及
ん
で
い
る
。

　

�

五
月
二
六
日
の
条　

或
説
云
、
此
廿
日
比
、
自
若
狭
国
、
白
比
丘
尼
ト
テ
、
二
百
余
歳
ノ
比
丘
尼
令
上
洛
、
諸
人
成
奇
異
之
思
、
仍
守
護
召
上
歟
、
於
二
条

東
洞
院
北
頬
大
地
蔵
堂
、
結
鼠
戸
、
人
別
取
料
足
被
一
見
云
々
、
古
老
云
、
往
年
所
聞
ク
之
白
比
丘
尼
也
云
々
、
白
髪
之
間
白
比
丘
尼
ト
号
歟
云
々
、
官
務

行
向
見
之
云
々
、
而
不
可
然
之
由
巷
説
之
間
、
今
日
下
向
若
狭
国
云
々

　

�

五
月
二
七
日
の
条　

或
説
云
、
自
東
国
比
丘
尼
上
洛
、
此
間
一
条
西
洞
院
北
頬
大
地
蔵
堂
、
到
法
花
経
之
談
義
云
々
、
五
拾
バ
カ
リ
ノ
比
丘
尼
也
、
同
宿
比

丘
尼
二
十
人
許
在
之
云
々

②�

『
綱
光
公
記
』
室
町
中
期
の
公
卿
で
あ
る
廣
橋
綱
光
（
一
四
三
一
―
一
四
七
七
）
の
日
記
で
あ
る
。
綱
光
は
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
元
服
後
、
享
徳
三
年
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（
一
四
五
四
）
参
議
に
補
せ
ら
れ
公
卿
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
記
は
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
か
ら
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、　　

柳
田
の
『
山
島
民
譚
集
二
』
に
お
い
て
『
唐
橋
綱
光
卿
記
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
廣
を
唐
と
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

�

六
月
八
日
の
条　

晴
、
白
比
丘
尼
参
御
所
云
々
、
年
八
百
歳
之
由
申
、
怪
異
此
事
也
、
今
日
帰
国
云
々
、
定
篇
解
物
歟
、
不
吉
事
歟
、
不
審
沙
汰
有
条
々
者

也
、
莫
言
〳
〵
、

　

六
月
九
日
の
条　

白
比
丘
尼
御
所
参
由
、
昨
日
有
御
聞
き
、
雖
然
不
参
云
々
、
尤
以
珍
重
〳
〵
、
猶
々
希
代
事
也
、

③�

『
臥
雲
日
件
録
』
抜
尤
　
室
町
時
代
の
臨
済
宗
夢
窓
派
の
僧
、
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
二
―
一
四
七
三
）
の
日
記
。
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
か
ら
文
明
五
年

（
一
四
七
三
）
に
書
か
れ
た
七
四
冊
の
日
記
が
あ
っ
た
が
、
散
逸
し
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
惟
高
妙
安
が
抄
出
し
た
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
（
ば
つ
ゆ
う
）』

一
冊
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

�

七
月
二
六
日
の
条　

近
時
八
百
歳
老
尼
、
自
若
州
入
洛
、
洛
中
争
覩
、
堅
閉
所
居
門
戸
、
不
使
容
易
看
、
故
貴
者
出
百
銭
、
賤
者
出
十
銭
、
不
然
即
不
得
入

門
也
、
曹
源
曰
、
昔
時
青
岩
寺
側
有
七
百
歳
僧
、
入
城
乞
食
、
所
謂
雖
魚
肉
皆
掛
干
錫
頭
持
来
食
之
、

　

こ
の
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
、『
綱
光
公
記（

５
）』

に
お
い
て
、
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
京
都
で
地
震
が
頻
発
し
、
社
会
不
安
を
引
き

起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

四
月
十
日
、
晴
、
入
夜
大
地
震
、
驚
存
者
也
、
終
夜
猶
動
、

　
　

四
月
十
一
日
、
晴
、
昼
夜
不
断
大
地
震
、
為
之
如
何
、
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�

四
月
十
二
日
、
晴
、
天
明
以
後
大
地
震
、
此
一
両
日
大
一
也
、
諸
家
築
■
門
等
頽
損
、
東
堂
仏
像
仆
給
之
由
聞
、
為
之
如
何
、
何
不
被
行
御
祈
哉
、
驚
無

極
、
天
下
怪
異
也
、
珍
事
〳
〵
、
可
恐
〳
〵
、
嵯
峨
尺
迦
山
以
下
山
摧
地
坼
、
人
々
少
々
死
、
将
軍
塚
不
断
鳴
、
如
雷
、
以
外
也
、
猶
不
断
也
、

　
　

六
月
四
日
、
晴
、
地
震
、
暁
鐘
程
大
地
震
、
驚
無
極
也
、

　
　

�

七
月
十
九
日
、
晴
、
風
清
、
残
気
此
一
両
日
興
盛
、（
中
略
）
先
之
午
刻
大
地
震
、
其
以
後
連
々
鳴
動
、
殊
高
声
驚
無
極
候
者
也
、
為
之
如
何
、
一
昨
夜

歟
大
地
震
、
未
数
日
地
震
不
止
者
也
、
珍
事
〳
〵
、
可
恐
〳
〵
、
鳴
動
只
如
雷
〳
〵
、

　

こ
う
し
た
大
地
震
が
頻
発
す
る
最
中
に
八
百
歳
を
名
乗
る
白
比
丘
尼
集
団
が
上
洛
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
公
卿
で
あ
る
廣
橋
綱
光
は
「
怪
異
此
事
也
」、「
不

吉
事
歟
」
と
記
し
、
地
震
頻
発
に
よ
る
社
会
不
安
と
絡
め
て
不
吉
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
京
都
市
中
の
人
々
は
「
諸
人
成
奇
異
之

思
」（『
康
富
記
』）
の
よ
う
に
、
奇
異
、
怪
異
を
感
じ
な
が
ら
も
、「
洛
中
争
覩
」（『
臥
雲
日
件
録
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
争
う
よ
う
に
白
比
丘
尼
の
見
物
に
訪

れ
て
お
り
、
大
地
震
の
記
憶
と
共
に
白
比
丘
尼
上
洛
も
大
き
な
出
来
事
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
幕
府
の
官
人
で
あ
る
中
原
康
富
の
日
記
は
、
幕
府
、
武
家
の
動
向
の
他
、
文
化
、
芸
能
に
関
す
る
記
述
も
多
々
あ
る
中
で
、
白
比
丘
尼
が
守
護
に
召
し

上
げ
ら
れ
る
等
、
官
務
に
関
わ
り
の
あ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
聞
で
は
あ
る
が
日
記
に
記
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
老
か
ら
も
話
を
聞
き
、
以

前
か
ら
白
比
丘
尼
と
い
う
名
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
『
臥
雲
日
件
録
』
の
筆
者
で
あ
る
瑞
渓
周
鳳
は
、
白
比
丘
尼
と
同
じ
宗
教
者
と
い
う
視
点
か
ら
、
仲
間
の
僧
と
の
会
話
の
中
で
こ
の
白
比
丘
尼
上
洛
の
話
題

が
出
た
折
の
話
を
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、
同
様
に
長
寿
を
語
る
七
百
歳
の
僧
に
つ
い
て
の
話
題
も
俎
上
に
挙
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
．
御
伽
草
子
の
リ
ア
リ
テ
ィ

（
一
）
史
料
と
し
て
の
御
伽
草
子

　

文
安
六
年
白
比
丘
尼
上
洛
の
出
来
事
か
ら
約
三
〇
年
後
に
成
立
し
た
こ
の
『
筆
結
の
物
語
』
は
、
著
者
の
活
動
時
期
か
ら
、
文
安
六
年
白
比
丘
尼
上
洛
時
の
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出
来
事
を
実
際
に
自
ら
が
見
聞
、
ま
た
は
直
接
見
聞
し
た
人
物
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
情
報
が
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
先
行
研
究
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

三
浦
億
人（

６
）は

、
こ
の
『
筆
結
の
物
語
』
が
十
五
世
紀
半
ば
の
洛
中
を
現
実
に
騒
が
せ
た
事
件
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
と
し
、
以
下
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

　

異
類
物
の
物
語
内
容
は
、
や
や
も
す
れ
ば
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
話
に
み
え
る
八
百
比
丘
尼
の
上
洛
と
彼
女
と
の
邂
逅
と
い
う
一

見
奇
抜
な
設
定
は
、
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
現
実
の
事
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
都
人
に
と
っ
て
、
今
世
間
で
は
ど
の
よ
う
な
事
件
が
起

こ
り
、
周
り
の
人
間
が
何
に
興
味
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
事
象
が
流
行
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
室
町
人
の

興
味
や
知
識
欲
を
満
た
そ
う
と
指
向
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、『
筆
結
物
語
』
は
室
町
の
街
談
巷
説
や
人
々
の
興
味
・
関
心
の
風
景
を
生
き
生
き
と
眼
前
に

蘇
ら
せ
て
く
れ
る
物
語
で
あ
り
、
室
町
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
現
代
小
説
的
な
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

時
間
の
流
れ
の
速
い
現
代
と
は
異
な
り
、
三
〇
年
前
の
出
来
事
で
は
あ
っ
て
も
、
当
時
の
人
々
に
は
同
時
代
的
な
感
覚
で
の
素
材
選
択
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

御
伽
草
子
と
い
う
創
作
物
語
の
中
に
ど
れ
だ
け
史
料
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
斉
藤
研
一（

７
）は

、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
日
本
史
研
究
は
多
様
に
諸
史
料
へ

目
を
向
け
始
め
、
と
く
に
中
世
史
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
女
性
・
子
ど
も
、
行
為
・
し
ぐ
さ
、
身
体
感
覚
、
身
近
に
存
在
す
る
モ
ノ
と
い
っ
た
、
そ
れ

ま
で
の
歴
史
学
で
は
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
社
会
史
研
究
の
隆
盛
で
あ
り
、
お
伽
草
子
も
こ
う
し
た
日
本
史
研
究
に
お
け
る
史
料
論
・
史

科
学
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
発
見
さ
れ
た
史
料
の
一
つ
と
い
え
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
極
め
て
希
な
例
で
は
あ
る
が
、
慶
長
七
年

の
猫
放
し
飼
い
令
と
い
う
史
実
が
記
さ
れ
る
『
猫
の
草
子
』
の
よ
う
な
作
品
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
『
赤
松
五
郎
物
語
』
の
よ
う
に
、
史
実
に
は
残
る
が

現
存
し
な
い
京
都
の
寺
院
名
が
舞
台
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
の
『
筆
結
の
物
語
』
も
文
安
六
年
の
白
比
丘
尼
上
洛
と
い
う
史
実
が
記
さ

れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
そ
の
史
料
的
な
価
値
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
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（
二
）『
筆
結
の
物
語
』
と
同
時
期
日
記
類
の
一
致
点

　

ま
ず
、
筆
者
自
ら
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
人
物
が
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
文
安
六
年
の
白
比
丘
尼
上
洛
を
記
録
し
た
日
記
類
は
、
個
人

の
私
的
な
日
記
で
あ
り
、
記
録
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
『
若
耶
群
談
』、『
向
若
録（

８
）』

や
『
若
狭
国
志（

９
）』

等
の
近
世
若
狭
国
地
誌
に
日
記
類
の
記

事
が
採
録
さ
れ
た
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。『
筆
結
の
物
語
』
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
こ
れ
ら
日
記
類
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
い
っ
て
よ
く
、『
筆
結
の
物
語
』
著
者
の

目
に
は
当
然
触
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
時
期
日
記
類
の
記
録
と
の
一
致
点
を
見
い
だ
せ
れ
ば
『
筆
結
の
物
語
』
の
記
述
内
容
は
あ
る

程
度
、
室
町
中
期
に
お
け
る
若
狭
の
白
比
丘
尼
集
団
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
を
推
測
で
き
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、『
筆
結
の
物
語
』
と
同
時
期
日
記
類
と
の
一
致
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

物
語
の
中
で
、
狸
大
膳
亮
后
轉
、
貉
式
部
太
夫
轉
遠
、
眞
貒
太
郎
轉
用
は
京
都
正
親
町
に
出
か
け
た
際
、
西
洞
院
の
辺
り
に
て
若
狭
の
八
百
歳
の
白
比
丘
尼

を
見
物
す
る
群
集
と
出
会
う
。
自
分
た
ち
も
白
比
丘
尼
を
見
よ
う
と
堂
に
立
ち
寄
っ
て
み
た
と
い
う
原
文
の
描
写
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

西
洞
院
辺
に
あ
た
り
、
貴
賤
群
集
し
て
、
人
は
大
井
の
市
を
な
す
。
何
事
哉
ら
ん
と
尋
ぬ
れ
は
、
衛
門
七
申
、
い
ま
た
し
ろ
し
め
し
候
は
す
哉
、
わ
か
さ
よ

り
白
比
丘
尼
と
申
て
、
年
八
百
に
あ
ま
る
と
申
人
、
上
洛
仕
候
て
、
大
み
ね
の
地
蔵
堂
に
、
此
ほ
ど
わ
た
り
候
を
、
京
わ
ら
ん
へ
か
、
こ
そ
り
て
見
候
也
と
そ

申
け
る
。
三
人
の
物
、
申
や
う
、
い
ま
た
日
も
た
か
し
、
い
さ
立
よ
り
て
み
て
ゆ
か
ん
と
て
、
彼
堂
へ
そ
入
に
け
る
。
見
れ
は
、
よ
の
つ
ね
の
八
十
、九
十
に

な
る
人
の
こ
と
し
。
さ
し
た
る
事
な
し
と
て
、
立
帰
え
ら
ん
と
す
る
処
に
、
ひ
く
に
、
是
な
る
は
い
く
つ
の
人
そ
と
の
給
ふ
。

　

○
白
比
丘
尼
の
京
都
で
の
所
在

　
　

�『
筆
結
の
物
語
』
の
記
述
で
は
、若
狭
か
ら
来
た
八
百
歳
の
白
比
丘
尼
の
京
都
で
の
所
在
が
、「
西
洞
院
辺
大
み
ね
の
地
蔵
堂
」
と
さ
れ
て
お
り
、『
康
富
記
』

五
月
二
六
日
条
に
見
え
る
「
二
条
東
洞
院
北
頬
大
地
蔵
堂
」
と
は
若
干
異
な
る
が
、
翌
五
月
二
七
日
条
の
東
国
比
丘
尼
の
滞
在
先
で
あ
る
「
一
条
西
洞
院

北
頬
大
地
蔵
堂
」
は
、
一
条
通
り
と
西
洞
院
通
り
が
交
わ
る
場
所
に
あ
っ
た
「
大
峰
寺
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
と
は
一
致
す
る
。『
康
富
記
』
五
月
二
六
日

条
は
、
或
説
と
あ
る
よ
う
に
伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
比
丘
尼
の
年
齢
も
他
の
日
記
類
と
異
な
り
、
伝
聞
が
間
違
っ
た
情
報
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
も
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し
れ
な
い
。

　

○
京
都
市
中
の
見
物
人

　
　

�『
筆
結
の
物
語
』
で
は
、
白
比
丘
尼
を
見
学
す
る
群
衆
を
「
貴
賤
群
集
し
て
、
人
は
大
井
の
市
を
な
す
」
と
し
て
お
り
、『
臥
雲
日
件
録
』
で
は
「
洛
中
争

覩
、
堅
閉
所
居
門
戸
、
不
使
容
易
看
、
故
貴
者
出
百
銭
、
賤
者
出
十
銭
、
不
然
即
不
得
入
門
也
」
と
同
様
に
争
う
よ
う
に
見
物
人
が
集
ま
っ
て
い
る
情
景

を
描
い
て
い
る
。

　

○
白
比
丘
尼
の
外
観

　
　

�『
筆
結
の
物
語
』
で
の
八
百
歳
の
比
丘
尼
の
容
姿
が
「
よ
の
つ
ね
の
八
十
、九
十
に
な
る
人
の
こ
と
し
」
と
何
の
変
哲
も
な
い
老
婆
で
あ
る
と
の
描
写
か
ら
、

『
康
富
記
』
の
古
老
が
語
る
「
白
髪
之
間
白
比
丘
尼
ト
号
歟
云
々
」
と
い
う
白
髪
の
老
女
と
い
う
外
観
の
比
丘
尼
と
い
う
一
致
点
が
見
い
だ
せ
、
ま
た
白

比
丘
尼
名
称
の
語
源
と
の
関
連
性
も
う
か
が
え
る
。

　

以
上
、『
筆
結
の
物
語
』
と
史
実
を
伝
え
る
同
時
期
日
記
類
と
の
間
に
は
、
い
く
つ
か
の
一
致
点
が
あ
り
、
実
際
の
出
来
事
を
ベ
ー
ス
に
物
語
が
書
か
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

三
．『
筆
結
の
物
語
』
白
比
丘
尼
像
の
検
証

　

前
述
し
た
よ
う
に
『
筆
結
の
物
語
』
と
史
実
を
記
録
し
た
同
時
期
日
記
類
の
記
述
に
は
多
く
の
一
致
点
が
見
い
だ
せ
た
が
、
同
時
期
日
記
類
に
書
か
れ
て
い

る
記
述
で
の
白
比
丘
尼
像
は
非
常
に
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
全
体
像
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
筆
結
の
物
語
』
に
お
い
て
は
、
白
比
丘
尼
の
出
自
、

長
寿
と
な
っ
た
食
物
、
呼
称
に
つ
い
て
、
白
比
丘
尼
自
ら
が
語
っ
て
い
る
場
面
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
史
料
等
を
用
い
な
が
ら
検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
長
寿
比
丘
尼
の
出
自
等
に
つ
い
て
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狸
大
膳
亮
后
轉
、
貉
式
部
太
夫
轉
遠
、
眞
貒
太
郎
轉
用
の
三
匹
の
狸
に
、
白
比
丘
尼
の
先
祖
が
こ
の
狸
た
ち
と
同
じ
五
位
蔵
人
長
轉
で
あ
る
と
語
っ
た
後
に
、

自
ら
の
出
自
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

�

さ
て
、
み
つ
か
ら
を
は
、
い
か
な
る
物
□
か
お
も
ひ
給
ふ
。
囊
祖
長
轉
、
挽
子
ふ
ね
着
岸
の
奉
行
を
承
、
若
狭
国
吉
昌
庄
、
小
浜
の
浦
に
下
向
あ
り
。
ひ

な
の
す
ま
ひ
の
つ
れ
づ
れ
さ
に
、
遊
女
や
あ
る
と
問
給
ふ
。
其
比
の
、
ほ
し
の
ま
へ
と
て
、
な
ら
ひ
ナ
キ
テ
ウ（

（1
（

あ
り
、
本
は
禁
中
に
候
て
、
化
子
命
福
と

申
、
申
せ
し
人
な
り
。
二
月
の
初
午
な
れ
や
、
み
あ
れ
す
る
い
な
り
の
杉
の
も
と
つ
は
を
た
お
ら
ん
と
、
三
の
御
山
に
い
ら
れ
し
に
、
い
か
な
る
人
の
し

わ
さ
そ
や
、
む
か
と
は
か
し
た
て
ま
つ
り
、
商
人
に
う
り
ま
い
ら
せ
し
か
、
今
、
こ
の
津
に
て
、
な
か
れ
を
た
て
お
は
し
ま
す
。
是
こ
そ
と
申
さ
は
、
さ

ら
は
其
を
と
て
む
か
へ
と
り
見
給
へ
は
き
、
梅
か
香
を
桜
の
花
に
に
ほ
わ
せ
て
、
柳
か
え
た
か
に
さ
か
せ
て
も
、
是
に
は
い
か
て
ま
さ
る
へ
き
。
或
又
、

□
に
へ
い
し
□
ま
□
城
に
き
て
、
ひ
し
や
モ
ン
の
い
も
と
、
吉
祥
天
女
□
あ
い
た
て
ま
つ
る
哉
ら
ん
と
、
心
に
う
た
か
い
給
ひ
け
る
。
か
く
て
鴛
鴦
の
ふ

す
ま
の
下
に
、
比
目
の
契
を
な
し
給
ふ
。
其
し
う
し
ん
の
す
ゑ
、
い
ま
の
み
つ
か
ら
是
な
り
。
然
に
長
轉
事
と
け
て
都
に
の
ほ
り
給
ひ
、
い
く
程
な
く
て

世
を
は
や
ふ
し
給
ふ
ほ
と
に
、
み
な
し
子
と
な
り
て
候
な
り
。
母
ゝ
み
す
か
ら
を
は
ら
み
給
ひ
し
時
、
枸
杞
と
い
ふ
草
ヲ
、
毎
日
ふ
く
し
給
ふ
、
是
即
、

不
死
の
薬
と
成
て
、
既
に
九
百
年
に
お
よ
ふ
よ
わ
い
を
た
も
ち
侍
り
。
さ
る
ほ
と
に
、
も
と
□
長
命
女
と
世
の
人
申
し
け
り
。
其
後
、
熊
野
ま
ふ
て
の
時
、

ゆ
ら
の
寺
に
ま
い
り
、
開
山
の
御
弟
子
に
成
け
れ
は
、
又
諸
人
、
若
狭
の
白
比
丘
尼
と
い
ふ
な
り
。
近
比
よ
り
、
八
百
比
丘
尼
と
よ
ふ
人
も
侍
り
。

　

白
比
丘
尼
の
父
と
な
る
長
轉
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
白
比
丘
尼
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
囊
祖
長
轉
、
挽
子
ふ
ね
着
岸
の
奉
行
を
承
、
若
狭
国
吉
昌
庄
、

小
浜
の
浦
に
下
向
あ
り
。」
こ
の
「
挽
子
ふ
ね
」
に
つ
い
て
、
沢
井
耐
三
『
室
町
物
語
と
古
俳
諧
―
室
町
の
「
知
」
の
行
方
―
』
翻
刻
の
注
釈
に
よ
る
と
「
蝦

夷
の
船
。
北
方
か
ら
の
異
国
船
」
と
し
て
い
る
。『
福
井
県
史
通
史
編
２　

中
世
』
に
は
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
六
月
に
、
小
浜
湊
に
奥
州
十
三
湊
と
関

係
の
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
十
三
丸
と
い
う
大
船
が
入
港
し
て
お
り
（「
政
所
内
談
記
録
」）、
戦
国
期
こ
ろ
に
は
小
浜
湊
と
宇
須
岸
（
北
海
道
函
館
市
）
の
間

に
毎
年
三
回
の
商
船
往
来
が
あ
り
、
往
航
に
上
方
の
産
物
を
積
み
、
復
航
に
蝦
夷
地
産
物
、
特
に
昆
布
を
積
ん
だ
と
い
う
（
函
館
図
書
館
蔵
「
新
羅
之
記
録
」）

記
録
が
あ
り
、
若
狭
小
浜
と
蝦
夷
地
で
あ
る
北
海
道
結
ぶ
日
本
海
航
路
の
船
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
奥
州
十
三
湊
に
つ
い
て
は
、
若
狭
小
浜
の
「
羽
賀
寺
」
を
再
建
し
た
安
倍
（
安
東
）
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
。
安
倍
（
安
東
）
氏
は
中
世
期
に
お
い
て
、

今
の
秋
田
県
北
部
か
ら
青
森
県
全
域
、
北
海
道
南
部
ま
で
を
勢
力
圏
と
し
、
津
軽
十
三
湊
を
本
拠
と
す
る
活
発
な
貿
易
や
水
軍
活
動
で
知
ら
れ
て
い
た
。「
羽

賀
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
遠
敷
郡
羽
賀
寺
の
堂
舎
は
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
焼
失
し
翌
八
年
四
月
本
堂
は
建
立
さ
れ
た
が
、
奥
州
十
三
湊
の
「
日
之
本
将

軍
」
安
倍
康
季
が
莫
大
な
銭
を
奉
加
し
て
お
り
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
十
一
月
に
本
尊
を
遷
座
し
た
と
あ
る
。（
羽
賀
寺
文
書
一
五
・
五
五
号
）
安
倍
（
安

東
）
氏
は
こ
う
し
た
小
浜
の
宗
教
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
と
共
に
、
若
狭
小
浜
か
ら
北
海
道
ま
で
の
日
本
海
交
易
を
取
り
仕
切
り
、
そ
の
航
路
船
は
、

北
陸
、
関
東
、
南
東
北
ま
で
の
活
動
拠
点
を
カ
バ
ー
す
る
若
狭
小
浜
の
熊
野
比
丘
尼
達
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
拠
点
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
白
比
丘
尼
の
父
を
蝦
夷
航
路
の
関
係
者
と
す
る
設
定
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
羽
賀
寺
」
が
文
安
四
年
に
安
倍
氏
の
尽
力
に

よ
り
再
建
さ
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
諸
費
用
が
莫
大
に
か
か
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
二
年
後
の
文
安
六
年
、
小
浜
か
ら
の
白
比
丘
尼
集
団
上
洛

に
よ
る
勧
進
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
二
）
長
寿
と
な
っ
た
由
来
の
食
物

　

後
世
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
で
は
、
比
丘
尼
の
長
寿
の
由
来
と
な
っ
た
食
物
と
し
て
、「
人
魚
の
肉（

（1
（

」
が
こ
の
伝
説
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
『
筆
結
の
物
語
』
に
お
い
て
は
、「
母
ゝ
み
す
か
ら
を
は
ら
み
給
ひ
し
時
、
枸
杞
と
い
ふ
草
ヲ
、
毎
日
ふ
く
し
給
ふ
、
是
即
、
不
死
の
薬
と
成
て
、
既
に

九
百
年
に
お
よ
ふ
よ
わ
い
を
た
も
ち
侍
り
。」
と
比
丘
尼
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
枸
杞
（
く
こ
）
と
い
う
薬
草
で
あ
り
、
現
代
の
料
理
に
も
使
用
さ
れ

る
食
材
で
あ
る
。

　
『
神
農
本
草
経（

（1
（

』
と
い
う
一
世
紀
か
ら
二
世
紀
に
か
け
成
立
し
た
中
国
の
本
草
書
で
は
、
三
六
五
種
の
薬
物
を
上
品
・
中
品
・
下
品
に
分
類
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
枸
杞
は
無
毒
で
長
期
服
用
が
可
能
な
養
命
薬
で
あ
る
上
品
と
さ
れ
、「
枸
杞
、
一
名
杞
根
、
一
名
地
骨
、
一
名
苟
忌
、
一
名
地
輔
、
味
苦
、
寒
。
平
沢

に
生
ず
。
五
内
、
邪
気
、
熱
中
消
渇
、
周
痺
を
治
す
。
久
し
く
服
す
れ
ば
、
筋
骨
を
堅
く
し
、
身
を
軽
く
し
、
老
に
耐
ゆ
」
と
不
老
の
薬
効
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
撰
者
丹
波
康
頼
に
よ
り
九
八
四
年
、
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
日
本
最
古
の
医
薬
学
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
巻
二
六
第
一
「
枸
杞
の
効
用
と
服
用
方
法（

（1
（

」

に
は
、
枸
杞
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、「
若
い
女
が
老
女
を
棒
で
叩
い
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
者
が
若
い
女
に
理
由
を
尋
ね
る
と
、
叩
い
て
い
た
老
女
は
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自
分
の
ひ
孫
で
あ
り
、
家
の
良
薬
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た
が
い
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
ん
な
に
老
い
、
病
で
歩
く
こ
と
も
不
自
由
に
な
っ
た
た

め
、
叩
い
て
薬
を
飲
ま
そ
う
と
し
た
と
答
え
た
。
若
い
女
の
年
齢
は
三
七
三
歳
で
あ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
、
枸
杞
が
不
老
長
寿
の
妙
薬
と
し
て
、
古
く
か
ら
知

ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

後
世
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
見
ら
れ
る
異
郷
訪
問
の
モ
チ
ー
フ
に
付
随
し
た
「
人
魚
の
肉
」
や
「
九
穴
の
貝
」
と
い
っ
た
長
寿
由
来
の
食
物
が
、
ま
だ
こ
の

時
期
の
長
寿
を
語
る
比
丘
尼
の
由
来
に
は
現
れ
て
お
ら
ず
、古
く
か
ら
知
ら
れ
た
不
老
長
寿
の
妙
薬
で
あ
っ
た
枸
杞
が
由
来
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

根
井
浄（

（1
（

が
「
こ
の
よ
う
な
長
寿
を
得
る
と
い
う
霊
薬
は
、（
中
略
）
古
代
以
来
の
神
仙
思
想
に
基
づ
く
仙
薬
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
民
衆
が

歓
迎
し
た
薬
は
、
廻
国
遊
行
の
民
間
宗
教
者
が
説
く
神
仏
の
霊
験
に
基
づ
く
薬
で
あ
っ
た
。」
と
論
じ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
修
験
者
等
の
廻
国
宗
教
者
集
団

が
持
ち
伝
え
て
い
た
薬
と
同
様
、
若
狭
の
白
比
丘
尼
集
団
が
不
老
長
寿
の
薬
と
し
て
枸
杞
を
持
ち
伝
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
長
寿
比
丘
尼
の
呼
称

　
『
筆
結
の
物
語
』
で
は
、比
丘
尼
が
自
ら
の
呼
称
を
「
若
狭
の
白
比
丘
尼
と
い
ふ
な
り
。
近
比
よ
り
、八
百
比
丘
尼
と
よ
ふ
人
も
侍
り
。」
と
語
っ
て
お
り
、『
康

富
記
』、『
綱
光
公
記
』
に
見
え
る
「
白
比
丘
尼
」
と
い
う
呼
称
や
『
綱
光
公
記
』、『
臥
雲
日
件
録
』
の
八
百
歳
の
比
丘
尼
が
語
源
で
あ
ろ
う
「
八
百
比
丘
尼
」

と
い
う
呼
称
と
一
致
す
る
。
こ
の
「
八
百
比
丘
尼
」
と
い
う
名
称
が
文
献
に
初
め
て
現
れ
た
の
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
に
成
立
し
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
桜
井
曲
全
子
の
『
若
狭
国
伝
記（

（1
（

』
で
あ
る
。「
八
百
比
丘
尼
ノ
窩
」
の
項
に
は
「
此
窩
空
印
寺
ニ
ア
リ
、
伝
テ
云
、
往
昔
小
浜
ノ
人
十
人
計
登

舟
泛
江
流
、（
中
略
）
主
人
招
客
進
席
、
其
家
内
ノ
粧
観
甃
玉
瓦
金
、
既
而
饗
膳
出
、
屠
人
如
人
肉
ナ
ル
物
ヲ
調
シ
テ
進
之
、
僉
甚
恐
テ
不
食
、
漸
定
風
浪
、

乗
舟
旧
里
帰
、
一
人
彼
肉
ヲ
袖
ニ
シ
テ
女
子
ア
リ
、
喰
此
肉
而
后
無
病
長
寿
ニ
シ
テ
、
保
八
百
歳
、
故
時
人
号
八
百
比
丘
尼
、（
下
略（

４
））」
と
若
狭
小
浜
で
八
百

比
丘
尼
が
居
住
し
た
岩
窟
の
遺
構
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
安
六
年
の
同
時
期
日
記
に
も
八
百
比
丘
尼
の
語
源
と
な
る
自
称
八
百
歳
の
比
丘
尼
の
記
録
は

あ
る
が
、
八
百
比
丘
尼
の
呼
称
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
白
比
丘
尼
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
〇
〇
年
後
の
若
狭
の
地
誌
に
初
め
て
そ

の
呼
称
が
使
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、『
筆
結
の
物
語
』
の
記
述
に
よ
り
、
一
四
〇
〇
年
代
中
期
に
は
す
で
に
こ
の
「
八
百
比
丘
尼
」
と
い
う
呼
称
が
一
般
に

使
わ
れ
て
い
た
事
が
判
明
し
た
。
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四
．
白
比
丘
尼
と
狸
の
問
答
に
つ
い
て

　

市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』
で
の
『
筆
結
の
物
語
』
の
あ
ら
す
じ
で
は
、
白
比
丘
尼
と
狸
た
ち
と
の
会
話
に
は
問
答
形
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
両
宮
の

由
来
、
鳥
居
の
事
、
歌
道
・
入
木
道
の
心
得
、
仏
教
を
信
ず
べ
き
事
、
武
士
の
教
養
、
四
書
五
経
、
流
鏑
馬
・
犬
追
物
の
故
事
、
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
の
狸
た

ち
の
質
問
に
白
比
丘
尼
が
答
え
る
形
で
狸
た
ち
に
知
識
を
授
け
て
い
る
。
こ
の
知
識
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
古
は
『
筆
結
の
物
語
』
の
著
者
で
あ
る
石
井
前
内

蔵
允
平
康
長
（
出
家
法
名
号
彝
鳳
）
の
知
識
に
依
拠
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
沢
井
耐
三（

（1
（

は
、「
問
答
の
部
分
は
武
家
故
実
の
色
合
い
が
濃
く
、
物
語
の
流
れ
を
辿
る
娯
楽
性
と
は
異
質
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

石
井
康
長
が
市
古
の
推
測
の
と
お
り
、
武
家
と
し
て
評
定
所
な
ど
の
書
記
役
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
武
家
故
実
等
の
諸
事
に
通
じ
た
当
時
の
知
識
階
級

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
豊
富
な
知
識
が
『
筆
結
の
物
語
』
の
問
答
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
そ
の
見
方
と
は
別
に
、
当
時
上
洛
し
、
筆
者
が
実
際
に
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
白
比
丘
尼
自
身
の
知
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
後
世
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
見
る
八
百
比
丘
尼
の
長
寿
の
証
明
と
し
て
、
源
平
合
戦
の
実
況
見
聞
を
語
り
、
地
方
の
活
動

拠
点
に
お
い
て
は
、
自
ら
を
祖
先
と
す
る
特
定
の
家
を
設
け
、
か
つ
て
の
そ
の
地
の
歴
史
を
語
る（

（1
（

な
ど
の
理
由
付
け
を
し
て
き
た
が
、
ま
だ
そ
う
し
た
や
り
方

が
出
来
て
い
な
か
っ
た
室
町
中
期
に
お
い
て
、
白
比
丘
尼
の
長
寿
を
証
明
す
る
の
は
、
長
い
年
月
を
生
き
て
き
た
こ
と
に
伴
う
蓄
積
さ
れ
た
諸
事
に
関
す
る
膨

大
な
知
識
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
白
比
丘
尼
集
団
が
上
洛
し
た
際
に
は
、
見
料
を
取
っ
て
、
単
な
る
見
世
物
と
な
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、

『
筆
結
の
物
語
』
に
あ
る
よ
う
な
問
答
形
式
で
は
な
く
と
も
、
対
談
と
い
う
形
で
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
見
者
に
授
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
『
筆
結
の
物
語
』
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
時
期
は
、
ま
だ
白
比
丘
尼
見
聞
の
記
憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
人
々
も
多
く
お
り
、
創
作
と
い
え
ど

も
著
者
は
実
際
の
白
比
丘
尼
の
談
義
内
容
を
参
考
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
実
証
事
例
と
し
て
、『
筆
結
の
物
語
』
の
問
答
の
中
か

ら
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

（
一
）
神
道
及
び
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
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『
筆
結
の
物
語
』
で
は
、
神
道
及
び
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
問
答
が
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
。「
轉
遠
、
問
、
神
は
い
つ
れ
へ
詣
候
て
可
然
哉
。
尼
の
云
、
神

を
は
う
や
ま
い
奉
り
て
、
と
を
と
か
り
参
せ
よ
と
見
え
た
り
。
さ
れ
は
、
し
や
う
し
ん
け
つ
さ
い
も
せ
す
し
て
社
参
、
拝
宮
な
と
す
へ
か
ら
す
、
中
に
も
伊
勢

両
宮
は
此
国
の
御
あ
る
し
に
て
ま
し
ま
せ
は
、
ゆ
る
か
せ
に
存
へ
か
ら
す
。」
と
の
問
答
か
ら
、
伊
勢
神
宮
の
建
立
さ
れ
た
年
、
祭
神
等
に
つ
い
て
の
問
答
が

続
く
。

　

若
狭
小
浜
の
比
丘
尼
と
神
道
及
び
伊
勢
神
宮
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市
平
野
町
に
は
、
若
狭
か
ら
伊
勢
参
拝
に
来
た
八
百
歳
の
比
丘
尼
が

こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
比
丘
尼
塚
と
い
う
八
百
比
丘
尼
葬
地
の
塚
に
ま
つ
わ
る
伝
説（

（1
（

が
あ
る
。
ま
た
若
狭
小
浜
の
神
明
宮
は
、
一
四
〇
〇
年
頃
に
九
州
豪

族
の
菊
池
氏
が
開
い
た
と
さ
れ
る
。『
郡
県
志（

（1
（

』
の
中
で
「
後
瀬
の
連
峰
に
し
て
西
南
に
在
り
、
山
腹
に
伊
勢
内
外
の
神
を
祭
る
。
ま
た
熊
野
十
二
所
権
現
の

社
あ
り
、
そ
の
形
は
一
箇
の
社
で
横
長
に
造
り
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
六
所
を
祭
り
、
そ
の
中
間
に
役
小
角
の
像
を
安
置
す
。
或
い
は
役
行
者
と
い
う
。
大
和
国
葛

城
の
里
民
な
り
、
壮
に
し
て
家
を
棄
て
葛
城
山
に
入
る
と
い
う
。
相
伝
う
。
大
宝
二
年
九
月
七
日
、
小
角
五
色
の
雲
に
乗
り
て
こ
の
山
に
来
る
。
事
後
こ
の
像

を
刻
ん
で
安
ん
ず
と
、
今
の
山
伏
は
小
角
の
末
徒
な
る
が
故
に
、
国
中
の
山
伏
こ
れ
を
尊
崇
す
。
凡
そ
国
中
の
山
伏
五
六
十
人
あ
り
、
こ
の
う
ち
金
襴
地
法
印

五
人
あ
り
、
都
院
号
の
者
二
十
七
人
こ
れ
あ
り（

４
）」

と
の
記
載
が
あ
り
、
伊
勢
神
宮
の
神
々
と
と
も
に
熊
野
の
神
々
も
祀
ら
れ
て
お
り
、
修
験
者
の
集
ま
る
場
所

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
小
浜
神
明
宮
は
、『
若
狭
国
守
護
代
記（

（1
（

』
巻
五
「
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
未
、
今
年
小
浜
の
西
、
青
井
白
玉
椿
に
小
社
を
は
じ
め
て
建
立
す
。
是
れ

即
ち
同
所
神
明
の
神
主
菊
池
某
が
計
ひ
な
り
。
是
は
、
去
る
頃
よ
り
比
丘
尼
の
形
を
現
し
て
舞
遊
び
、
人
に
ゆ
き
あ
い
て
は
、
か
き
消
す
よ
う
に
失
ぬ
。
こ
の

所
は
昔
、
八
百
比
丘
尼
の
住
跡
な
れ
ば
定
め
て
そ
の
霊
魂
に
て
あ
る
べ
し
と
て
小
社
を
建
て
、
八
百
比
丘
尼
の
宮
と
名
付
く（

４
）。」
と
あ
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら

比
丘
尼
が
居
を
構
え
て
い
た
場
所
で
、
こ
の
八
百
比
丘
尼
の
宮
は
現
存
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
熊
野
比
丘
尼
た
ち
が
若
狭
小
浜
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
神
明
宮
を
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
比
丘
尼
た
ち
は
神
道
や
伊
勢
神
宮
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
国
の
廻
国
宗
教
者
た
ち
が
中
世
期
に
伊
勢
神
宮
周
辺
の
橋
を
普

請
す
る
た
め
勧
進
を
行
っ
て
い
た
事
実
な
ど
か
ら
、
廻
国
の
宗
教
者
た
ち
は
伊
勢
神
宮
に
崇
敬
の
念
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
神
道
及
び
伊
勢
神
宮
に
関

す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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（
二
）
法
華
（
花
）
経
談
義
に
つ
い
て

　
『
筆
結
の
物
語
』
で
は
法
華
（
花
）
経
に
関
す
る
問
答
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

問
、
法
花
経
に
無
智
人
中
莫
説
此
経
と
あ
り
。
是
、
責
伏
に
て
あ
る
へ
し
か
。
答
、
不
可
な
り
。
近
江
の
坂
本
に
て
、
猿
引
知
識
の
法
花
経
を
講
し
侍
る

を
聞
は
、
此
文
な
り
。
無
智
な
る
人
の
中
に
て
、
此
き
や
う
を
と
く
事
な
か
れ
と
よ
み
て
、
あ
ふ
き
を
は
た
と
打
て
、
す
わ
智
者
に
な
し
た
り
と
い
へ
り
。

此
点
に
て
責
伏
な
り
。
又
、
あ
る
か
く
し
や
う
の
談
儀
を
聴
聞
し
侍
れ
は
、
無
智
な
る
人
の
中
に
、
あ
へ
て
此
経
を
と
け
と
よ
み
給
へ
り
。
是
は
惣
受
な

り
。

　

こ
の
問
答
の
中
に
、
回
答
者
た
る
比
丘
尼
が
各
宗
の
法
花
経
談
儀
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
康
富
記
』
五
月
二
七
日
条
の
「
自
東
国
比
丘
尼
上
洛
、
此
間

一
条
西
洞
院
北
頬
大
地
蔵
堂
、
到
法
花
経
之
談
義
云
々
、」
に
あ
る
よ
う
に
、
当
時
盛
ん
に
諸
宗
派
に
お
い
て
法
華
経
談
義
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
当
然
な
が
ら
、
若
狭
や
東
国
の
比
丘
尼
集
団
は
、
こ
う
し
た
法
華
（
花
）
経
談
義
を
行
う
た
め
の
膨
大
な
知
識
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
、
そ
れ
が
こ
の

問
答
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
武
士
の
教
養
、
故
実
に
つ
い
て

　
『
筆
結
の
物
語
』
の
問
答
で
は
、
武
士
の
教
養
、
流
鏑
馬
・
犬
追
物
の
故
事
、
礼
儀
作
法
等
、
武
家
の
し
き
た
り
や
故
実
と
い
っ
た
も
の
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
お
よ
そ
女
性
宗
教
者
た
る
比
丘
尼
の
知
識
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
、
問
答
の
中
で
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
は
「
女
な
の
で

く
わ
し
く
し
ら
ず
」
と
い
う
事
を
前
提
に
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
古
、
沢
井
等
の
先
行
研
究
で
、
著
者
で
あ
る
石
井
前
内
蔵
允
平
康
長

自
身
の
武
家
知
識
に
よ
る
創
作
と
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
熊
野
比
丘
尼
に
代
表
さ
れ
る
女
性
宗
教
者
た
ち
が
、
全
く
武
士
の
故
実
等
に
つ
い
て
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
各
地
で
は

八
百
比
丘
尼
に
よ
る
開
基
伝
承
を
持
つ
寺
社
が
、
そ
の
開
基
の
際
に
、
現
地
の
有
力
な
武
士
に
協
力
を
仰
ぐ
な
ど
武
家
と
の
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
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る
。
例
え
ば
、
福
島
県
喜
多
方
市
塩
川
町
金
橋
字
金
川
に
あ
る
「
金
川
寺（

（2
（

」
で
は
、「
昔
若
狭
國
小
濱
よ
り
一
人
の
老
尼
來
た
り
て
勝
地
を
相
し
、
こ
の
村
の

地
頭
石
井
丹
波
守
に
請
て
一
宇
を
建
立
す
、
地
名
に
因
て
金
川
寺
と
號
せ
り
み
づ
か
ら
彌
陀
の
靈
像
を
刻
て
本
尊
と
す
、
長
二
尺
六
寸
あ
り
住
職
年
を
經
て

八
百
歳
の
齢
を
保
て
り
、
因
て
世
に
こ
れ
を
八
百
比
丘
尼
と
云
、
別
に
法
諱
あ
る
事
を
知
る
も
の
な
し（

４
）」

と
、
地
元
有
力
者
の
武
家
で
あ
る
石
井
氏
の
協
力
を

得
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
潟
県
の
佐
渡
羽
茂
大
石
に
あ
る
「
熊
野
神
社（

（2
（

」
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
元
享
二
年
（
一
三
二
二
）
の
年
号
が
入
っ
た
古
い
棟
札
が
残
っ
て
お
り
、
そ

の
建
立
の
寄
付
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
、羽
茂
領
主
で
武
家
の
本
間
氏
一
族
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
と
と
も
に
、「
禅
定
比
丘
尼
妙
道
は
用
途
十
貫
」
と
書
か
れ
、

熊
野
比
丘
尼
が
建
立
の
寄
付
を
し
、
本
間
一
族
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
、「
禅
定
比
丘
尼
妙
道
」
に
つ
い
て
、『
佐
渡
神
社
誌
』
大
正

一
五
年
に
は
、「
村
社
熊
野
神
社
」
由
緒
と
し
て
、「
創
立
年
代
未
詳
、
口
碑
に
禅
定
比
丘
尼
妙
道
（
當
地
田
屋
の
八
百
比
丘
尼
の
法
名
な
り
、
往
昔
比
丘
尼
は

八
百
歳
の
長
寿
を
た
も
ち
し
よ
り
斯
は
い
ふ
な
り
）
の
創
立
大
同
三
戌
子
年
三
月
社
殿
再
建
の
由
傳
ふ
る
も
社
蔵
の
棟
札
は
弘
安
七
年
以
前
の
も
の
は
書
體
祥

な
ら
ず
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
熊
野
神
社
の
神
主
は
、「
田
屋
」
と
呼
ば
れ
る
一
族
で
、八
百
比
丘
尼
の
生
家
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
田
屋
家
独
自
の
伝
承
と
し
て
、「
比
丘
尼
妙
道
ハ
何
国
之
産
、
何
年
間
之
生
年
共
不
知
、
往
年
藤
井
甚
太
郎
ニ
仮
住
居
諸
国
ヲ
遍
暦
シ
、
佐
渡
江
帰
住
之

時
甚
太
郎
六
代
之
孫
ニ
対
面
ス
ト
傳
説
ア
リ
。
此
故
ニ
、
是
ヲ
郷
里
之
人
今
ニ
八
百
比
丘
ト
唱
フ
」
と
あ
り
、
熊
野
比
丘
尼
と
田
屋
家
の
深
い
関
係
性
が
理
解

で
き
る
。
ま
た
こ
の
一
族
は
羽
茂
飯
岡
に
あ
る
佐
渡
國
一
宮
「
度
津
神
社
」
の
境
内
末
社
で
あ
る
「
飯
岡
八
幡
宮
」
の
流
鏑
馬
神
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
か
つ
て
神
事
に
関
わ
る
武
家
の
し
き
た
り
や
故
実
に
つ
い
て
も
、
熊
野
比
丘
尼
は
あ
る
程
度
の
知
識
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
出

来
よ
う
。
ま
た
、
文
安
六
年
の
上
洛
時
に
は
実
際
に
見
者
に
あ
る
程
度
の
知
識
を
伝
え
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
、『
筆
結
の
物
語
』
の
問
答
に
関
し
、
①
神
道
・
神
社
、
②
法
華
（
花
）
経
談
義
、
③
武
士
の
し
き
た
り
、
故
実
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
問
答
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
著
者
で
あ
る
石
井
前
内
蔵
允
平
康
長
自
身
の
知
識
の
よ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
当
時
の
熊
野
比
丘
尼
た

ち
の
知
識
教
養
レ
ベ
ル
は
相
当
に
高
い
と
い
え
、
実
際
の
比
丘
尼
と
の
問
答
を
参
考
に
書
か
れ
た
部
分
も
多
く
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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五
．『
筆
結
の
物
語
』
と
同
時
期
日
記
類
に
見
る
白
比
丘
尼
集
団
の
特
徴

　

文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
の
若
狭
か
ら
上
洛
し
た
白
比
丘
尼
集
団
の
出
来
事
を
題
材
と
し
た
『
筆
結
の
物
語
』、
史
実
を
記
録
し
た
同
時
期
日
記
類
や
八
百

比
丘
尼
伝
説
の
伝
承
を
比
較
考
察
し
、
そ
の
史
料
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
白
比
丘
尼
集
団
の
活
動
が
断
片
的
で
あ
っ
た
同
時
期
日
記
類
の

記
録
を
『
筆
結
の
物
語
』
が
補
完
で
き
る
程
度
の
史
料
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
各
種
史
料
か
ら
、
室
町
中
期
に
お
け
る
長
寿
を
語
る
若
狭

小
浜
の
白
比
丘
尼
集
団
の
活
動
の
一
端
が
以
下
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

（
一
）『
筆
結
の
物
語
』
と
同
時
期
日
記
類
に
見
る
上
洛
し
た
宗
教
者
集
団
の
活
動

　

若
狭
か
ら
上
洛
し
た
白
比
丘
尼
集
団
を
記
録
し
た
日
記
類
に
つ
い
て
は
、
柳
田
國
男
の
「
山
島
民
譚
集
二　

第
六　

八
百
比
丘
尼（

（2
（

」
に
も
、
以
下
の
よ
う
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

何
と
な
れ
ば
比
丘
尼
が
山
城
の
京
に
来
て
世
人
に
持
て
囃
さ
れ
た
の
は
正
し
く
寶
徳
元
年
（
文
安
六
年　

西
暦
一
四
四
九
）
の
夏
で
あ
る
。
此
事
實
は
當
事

の
記
録
に
三
種
ま
で
見
え
て
居
る
。
先
ず
第
一
に
臥
雲
日
件
録
の
七
月
二
十
六
日
の
條
に
は
近
時
八
百
歳
の
老
尼
若
州
よ
り
入
洛
す
、
洛
中
争
ひ
観
る
、
居
る

所
の
門
戸
を
堅
く
閉
ぢ
人
を
し
て
容
易
に
看
せ
し
め
ず
、
故
に
貴
者
は
百
銭
を
出
し
賤
者
は
十
銭
を
出
す
、
然
ら
ざ
れ
ば
則
ち
門
に
入
る
を
得
ざ
る
也
と
あ
る
。

次
に
唐
橋
綱
光
卿
記
の
六
月
八
日
の
條
に
は
、
白
比
丘
尼
御
所
に
参
る
云
々
、
年
八
百
歳
の
由
申
す
、
怪
異
の
事
也
、
今
日
國
に
歸
る
云
々
、
定
め
て
篇
解
の

物
か
云
々
、
不
吉
の
事
也
、
不
審
の
沙
汰
條
々
あ
る
者
也
、
莫
ふ
言
れ
〳
〵
と
あ
る
。
此
を
以
て
見
れ
ば
八
百
歳
は
證
人
の
無
い
自
稱
で
あ
っ
て
、
殊
に
比
丘

尼
の
身
を
以
て
御
所
に
参
る
に
至
っ
て
は
頗
る
保
守
派
の
人
々
の
同
情
を
失
ふ
所
以
で
あ
つ
た
と
見
え
る
。
更
に
中
原
康
富
記
の
同
年
五
月
二
十
六
日
の
記
事

に
は
左
の
如
く
出
て
居
る
。
曰
く
或
は
云
う
此
二
十
日
頃
若
狭
國
よ
り
白
比
丘
尼
と
て
二
百
餘
歳
の
比
丘
尼
上
洛
せ
し
む
。
諸
人
奇
異
の
思
を
為
す
、
仍
て
守

護
召
上
ぐ
る
か
、
二
条
東
洞
院
北
頬
の
大
地
蔵
堂
に
於
て
鼠
戸
を
結
び
人
別
に
料
足
を
取
り
一
見
せ
ら
る
云
々
、
古
老
云
く
往
年
聞
く
所
の
白
比
丘
尼
な
り

云
々
。
白
髪
な
る
の
間
白
比
丘
尼
と
號
す
る
歟
云
々
。
官
務
行
向
ひ
之
を
見
る
云
々
、
然
る
べ
か
ら
ざ
る
由
巷
説
あ
る
の
間
今
日
若
狭
國
に
下
向
す
云
々
。
歸
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る
と
謂
っ
て
中
々
歸
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
期
の
日
記
類
に
記
録
さ
れ
た
白
比
丘
尼
と
称
す
る
若
狭
か
ら
来
た
集
団
に
つ
い
て
、
柳
田
は
『
康
富
記
』
五
月
二
六
日
の
記
事
で
、
五
月
二
〇
日
に
若

狭
か
ら
白
比
丘
尼
の
集
団
が
上
洛
し
、
本
日
若
狭
に
帰
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、『
綱
光
公
記
』
六
月
八
日
の
記
事
で
も
今
日
帰
国
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
帰
る

と
い
っ
て
中
々
帰
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
同
一
の
白
比
丘
尼
集
団
が
長
期
間
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
白
比
丘
尼
集
団
が
柳
田

説
の
と
お
り
五
月
か
ら
長
期
滞
在
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
『
康
富
記
』、『
綱
光
公
記
』
の
帰
国
記
事
に
あ
る
と
お
り
、
若
狭
小
浜
の
異
な
る
白
比
丘
尼
集

団
が
入
れ
替
わ
り
上
洛
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
康
富
記
』
に
は
五
月
二
十
日
に
上
洛
し
一
週
間
で
帰
国
予
定
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
勧
進
目
的
の
た
め
、

女
性
の
足
で
長
駆
若
狭
国
か
ら
京
都
ま
で
来
て
、
一
週
間
程
度
で
帰
国
す
る
の
は
あ
ま
り
効
率
の
よ
い
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、『
康
富
記
』
五
月
に
は
「
結

鼠
戸
、
人
別
取
料
足
被
一
見
云
々
」、『
綱
光
公
記
』
七
月
で
は
「
堅
閉
所
居
門
戸
、
不
使
容
易
看
、
故
貴
者
出
百
銭
、
賤
者
出
十
銭
」
と
同
様
な
見
世
物
興
行

的
行
動
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
短
期
間
で
長
寿
の
比
丘
尼
が
別
の
人
間
に
交
代
す
る
こ
と
は
見
学
し
た
市
中
の
人
間
に
不
信
感
を
持
た
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
柳
田
の
言
う
と
お
り
、
長
期
間
滞
在
し
て
い
る
同
一
の
集
団
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
『
康
富
記
』
五
月
二
六
日

条
に
あ
る
「
古
老
云
、
往
年
所
聞
く
之
白
比
丘
尼
也
云
々
、
白
髪
之
間
白
比
丘
尼
ト
号
歟
云
々
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
白
比
丘
尼
集
団
の
上
洛
は
今
回
が
初
め

て
で
は
な
く
、
同
一
集
団
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
上
洛
し
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
康
富
記
』
に
若
狭
の
白
比
丘
尼
集
団
が
記
録
さ
れ
た
五
月
二
六
日
の
翌
日
、
五
月
二
七
日
の
条
に
あ
る
「
東
国
比
丘
尼
上
洛
」
に
つ
い
て
、『
拾
椎
雑
話（

（2
（

』

で
「
宝
徳
元
年
五
月
若
狭
白
比
丘
尼
入
洛
、
与
東
国
比
丘
尼
偶
会
相
語
云
々
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
若
狭
の
白
比
丘
尼
集
団
と
異
な
る
集
団
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
根
井
浄（

（1
（

は
、
当
時
の
上
洛
し
た
比
丘
尼
集
団
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

東
国
の
比
丘
尼
と
は
、
関
東
、
も
し
く
は
東
北
の
比
丘
尼
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
東
国
比
丘
尼
の
『
法
華
経
之
談
義
』
と
は
法
華
経
之
説
教
祭
文
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
具
体
的
な
宗
教
活
動
が
知
ら
れ
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
名
あ
ま
り
の
比
丘
尼
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
点
で
、

こ
の
よ
う
な
比
丘
尼
集
団
が
各
地
に
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
京
都
に
集
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に
『
看
聞
御
記
』
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
五
月
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一
六
日
条
に
も
「
異
形
之
比
丘
尼
、
自
奥
州
上
洛
、
此
間
徘
徊
云
々
」
と
あ
り
、
は
る
ば
る
奥
州
か
ら
上
洛
し
た
比
丘
尼
も
あ
っ
た
。
こ
の
比
丘
尼
は
奥
州
名

取
神
社
の
熊
野
比
丘
尼
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
総
じ
て
こ
の
よ
う
な
様
々
な
伝
説
と
特
色
を
持
つ
比
丘
尼
と
そ
の
集
団
が
室
町
時
代
に
横
行
し
て
い

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
根
井
の
論
に
見
え
る
奥
州
名
取
神
社
の
熊
野
比
丘
尼
に
つ
い
て
は
、「
名
取
の
老
女（

（2
（

」と
い
う
名
取
に
あ
る
熊
野
神
社
を
勧
請
し
た
老
女
の
伝
説
が
あ
り
、

そ
れ
を
基
に
し
た
『
熊
野
堂
縁
起
』
が
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
小
林
健
二（

（2
（

は
、『
熊
野
堂
縁
起
』
が
そ
の
記
述
か
ら
永
正
二
年
以
前
に

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
ま
た
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
演
じ
ら
れ
た
能
「
護
法
」
と
『
熊
野
堂
縁
起
』
が
と
も
に
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
「
原
名
取
熊
野
縁
起
」
が
原
話
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
康
富
記
』
に
記
録
さ
れ
た
東
国
比
丘
尼
は
、
こ
の
「
原
名
取
熊
野
縁
起
」

を
持
ち
伝
え
た
集
団
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
多
種
多
様
な
宗
教
者
集
団
が
上
洛
し
勧
進
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い

る
が
、
多
く
の
勧
進
を
目
的
と
し
た
宗
教
者
集
団
が
京
都
に
集
ま
る
中
で
、「
名
取
の
老
女
」
や
「
八
百
歳
の
長
寿
者
」
と
い
っ
た
奇
瑞
譚
を
持
っ
て
自
ら
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
集
団
が
京
都
の
民
衆
の
耳
目
を
集
め
、
そ
れ
が
大
い
に
勧
進
の
成
果
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

二
．
そ
の
他
の
特
徴

○�

長
寿
比
丘
尼
の
由
来
譚
と
し
て
、
は
、
後
世
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
異
郷
訪
問
の
モ
チ
ー
フ
」
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
長
寿
に
な
る

由
来
の
食
物
も
「
人
魚
の
肉
」
や
「
九
穴
の
貝
」
で
は
な
く
、「
枸
杞
」
と
い
う
現
実
に
存
在
す
る
薬
草
で
あ
る
。

○�

「
白
比
丘
尼
」
は
文
安
六
年
よ
り
遙
か
以
前
に
呼
称
さ
れ
て
い
た
が
、「
八
百
比
丘
尼
」
と
い
う
呼
称
も
白
比
丘
尼
上
洛
時
以
降
に
は
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

○�

白
比
丘
尼
の
長
寿
の
証
明
と
し
て
、
後
世
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
で
は
遠
く
源
平
合
戦
の
見
聞
を
語
り
、
ま
た
各
地
の
活
動
拠
点
の
家
の
先
祖
を
名
乗
り
、
地

元
で
か
つ
て
起
こ
っ
た
歴
史
的
事
件
等
を
語
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
室
町
中
期
に
は
ま
だ
定
着
し
て
お
ら
ず
、
白
比
丘
尼
の
豊
富
な
故
事
来
歴
等
の
知
識
を

長
い
年
月
に
蓄
積
し
た
こ
と
を
長
寿
の
証
明
に
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○�

上
洛
し
た
白
比
丘
尼
は
、
た
だ
の
見
世
物
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
豊
富
に
知
識
の
基
づ
い
た
講
話
、
談
義
も
こ
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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六
．
ま
と
め

　

文
安
六
年
の
白
比
丘
尼
集
団
上
洛
と
い
う
出
来
事
は
、
当
時
い
く
つ
か
の
日
記
類
に
記
録
さ
れ
、
近
世
中
期
の
若
狭
国
地
誌
で
あ
る
『
若
耶
群
談
』、『
向
若

録
』
や
『
若
狭
国
志
』
に
も
採
録
と
い
う
形
で
八
百
比
丘
尼
の
事
跡
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
白
比
丘
尼
が
、
近
世
に
入
っ
て

八
百
比
丘
尼
と
比
定
さ
れ
、
後
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
繋
が
る
こ
と
と
な
っ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
日
記
類
の
記
録
の
み
で
は
白
比
丘
尼
の
活
動
内
容
は
断
片
的

な
も
の
で
あ
り
、
実
態
を
掴
め
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
日
記
類
と
同
じ
白
比
丘
尼
上
洛
の
出
来
事
を
題
材
と
し
た
御
伽
草
子
『
筆
結
の
物
語
』
を
取
り
上
げ
、

創
作
の
中
か
ら
史
料
性
の
あ
る
事
象
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
前
史
と
も
い
え
る
長
寿
比
丘
尼
伝
承
の
萌
芽
と
な
る
と
思
わ
れ

る
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
え
て
き
た
。

　

こ
の
同
時
期
の
日
記
類
以
降
、
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
関
わ
る
文
献
記
録
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
お
り
、
次
の
記
録
は
、
お
よ
そ
一
五
〇
年
後
の
林
羅
山
『
本

朝
神
社
考（

（2
（

』
と
な
る
。
こ
の
『
本
朝
神
社
考
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
白
比
丘
尼
の
長
寿
の
由
来
と
し
て
異
郷
訪
問
の
モ
チ
ー
フ
と
人
魚
の
肉
と
い
う
、
そ
の

後
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
定
番
と
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

余
が
先
考
嘗
て
語
つ
て
曰
く
、
伝
へ
聞
く
、
若
狭
国
に
白
比
丘
尼
と
号
す
る
者
あ
り
。
其
の
父
一
旦
山
に 

入
り
異
人
に
遇
ふ
。
与
に
倶
に
一
處
に
到
る
。

殆
ど
一
天
地
に
し
て
別
世
界
な
り
。
其
の
人
一
物
を
与
へ
て
曰
く
、
是
れ
人
魚
な
り
。
之
を
食
ふ
と
き
は
年
を
延
べ
老
ひ
ず
と
。
父
携
え
て
家
に
帰
る
。

其
の
女
子
迎
へ
歓
ん
で
衣
帯
を
取
る
。
因
て
人
魚
を
袖
に
得
て
、
乃
ち
之
を
食
ふ
。
女
子
寿
四
百
余
歳
、
所
謂
白
比
丘
尼
是
れ
な
り
。
余
幼
齢
に
し
て
こ

の
事
を
聞
い
て
忘
れ
ず（

４
）

　

つ
ま
り
、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
以
降
一
五
〇
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
の
間
に
、
異
郷
訪
問
の
モ
チ
ー
フ
と
人
魚
の
肉
が
結
び
つ
い
た
八
百
比
丘
尼
伝
説

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
空
白
の
一
五
〇
年
間
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
形
作
ら
れ
て
き
た
の
か
が
、

今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
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注

（
１
）
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
七
月
二
八
日
に
宝
徳
に
改
元
さ
れ
た
た
め
、
日
記
に
記
述
さ
れ
た
白
比
丘
尼
上
洛
時
は
文
安
六
年
と
な
る
。

（
２
）
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』 

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
五
五

（
３
）
沢
井
耐
三
「
狐
と
狸
、
中
世
的
相
貌
の
一
面
」『
絵
巻
・
室
町
物
語
と
説
話
』（
説
話
論
集
／
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
：
第
八
集
）
清
文
堂
出
版

（
４
）
小
浜
市
郷
土
研
究
会
『
八
百
比
丘
尼 

伝
説
資
料
集
』［
改
訂
］
小
浜
市
郷
土
研
究
会 

一
九
九
一　

記
録
文
献
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
５
）
遠
藤
珠
紀
、
須
田
牧
子
、
田
中
奈
保
、
桃
崎
有
一
郎
「
綱
光
公
記
―
文
安
六
年
（
宝
徳
元
年
）
四
月
～
八
月
記
―
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
27
号　

二
〇
一
七

（
６
）
三
浦
億
人
「
異
類
幻
想
：『
筆
結
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』 

笠
間
書
院　

二
〇
〇
八

（
７
）
斉
藤
研
一
「
史
料
と
し
て
の
お
伽
草
子　

研
究
史
覚
書
」『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』　

笠
間
書
院　

二
〇
〇
八

（
８
）�

千
賀
源
右
衛
門
『
若
耶
群
談
』
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）、『
向
若
録
』
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）「
余
往
歳
在
国
史
編
輯
之
席
、
閲
中
原
康
富
家
記
、
曰
宝
徳
元
年

五
月
若
狭
白
比
丘
尼
入
洛
、
與
東
国
比
丘
尼
偶
會
相
語
、
由
是
觀
之
則
白
比
丘
尼
之
名
昭
著
于
前
世
」

（
９
）�

小
浜
藩
官
撰
に
よ
る
最
初
の
地
誌
。
稲
庭
正
義
が
、
領
内
を
巡
回
し
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
完
成
さ
せ
た
。「
或
云
中
原
康
富
記
曰
宝
徳
元
年
五
月
若
狭
白
比
丘
尼
入
洛
与
東

国
比
丘
尼
偶
会
相
語
矣
、
又
日
件
録
曰
宝
徳
元
年
己
巳
七
月
二
十
六
日
赴
清
水
定
水
庵
定
水
庵
主
曰
近
時
八
百
歳
老
尼
自
若
州
入
洛
中
争
覩
堅
閉
所
居
門
戸
不
使
容
易
看
、
故
貴

者
出
百
銭
賤
者
出
十
銭
不
然
即
不
得
入
門
也
」

（
10
）
テ
ウ　

漢
字
は
女
偏
に
農　

遊
女
の
別
名
称
で
あ
る
。

（
11
）�

現
在
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
内
、
長
寿
由
来
の
食
物
と
し
て
多
く
の
事
例
が
「
人
魚
の
肉
」
と
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
多
い
の
が
、「
九
穴
の
貝
」
と
称
さ

れ
る
貝
類
で
あ
り
、
枸
杞
は
現
在
の
伝
承
か
ら
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
12
） 

森
立
之 

郭
秀
梅 『
本
草
経
考
注
』（
修
訂
版
） 

学
苑　

二
〇
二
〇

（
13
） 

槇
佐
知
子
現
代
語
訳
『
医
心
方
』　

巻
二
十
六　

仙
道
篇　

―
医
心
方
１
期　

筑
摩
書
房　

一
九
九
四

（
14
）
根
井
浄
「
廻
国
の
比
丘
尼
」
仏
教
民
俗
学
大
系
２
『
聖
と
民
衆
』
名
著
出
版　

一
九
八
六
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（
15
）
若
狭
の
郡
境
・
国
高
・
名
所
・
土
産
名
物
・
国
主
略
譜
・
沿
革
・
社
寺
・
山
川
・
名
所
等
か
ら
な
り
、
若
狭
に
関
す
る
江
戸
時
代
最
初
の
地
誌
で
あ
る
。

（
16
）
沢
井
耐
三
「『
筆
結
の
物
語
』
―
室
町
武
人
の
知
識
と
ユ
ー
モ
ア
―
」『
室
町
物
語
と
古
俳
諧
：
室
町
の
「
知
」
の
行
方
』 

三
弥
井
書
店　

二
〇
一
四

（
17
）�
冨
樫
晃
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
成
立
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
の
若
狭
小
浜
を
中
心
に
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
四
十
三
号　

日
本
口
承
文
芸
学
会　

二
〇
二
〇

（
18
）
牧
田
忠
左
衛
門
近
俊
『
若
狭
郡
県
志
』
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）

（
19
）�

若
狭
の
最
初
の
守
護
と
も
い
え
る
稲
葉
時
貞
か
ら
、
宝
暦
十
三
年
に
小
浜
藩
主
と
な
っ
た
酒
井
忠
貫
ま
で
の
若
狭
歴
代
の
守
護
・
大
名
・
藩
主
を
あ
げ
、
そ
の
事
歴
を
年
譜
風
に

著
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
七
〇
〇
年
代
半
ば
に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
著
者
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
20
）�

冨
樫
晃
「
東
日
本
地
域
の
寺
院
に
お
け
る
八
百
比
丘
尼
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
四
十
四
号　

日
本
口
承
文
芸
学
会　

二
〇
二
一

（
21
）�

冨
樫
晃
「「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」
の
研
究
―
佐
渡
の
伝
承
と
「
田
屋
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
三
十
九
号　

日
本
口
承
文
芸
学
会　

二
〇
一
六　

（
22
）�『
定
本
柳
田
集
第
二
十
七
巻
』
筑
摩
書
房　

一
九
七
〇
年　

な
お
、『
山
島
民
譚
集
』
が
一
九
一
四
年
に
発
刊
さ
れ
、
本
稿
は
『
山
島
民
譚
集
』
二
と
し
て
発
刊
さ
れ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
未
発
刊
と
な
り
、
柳
田
の
死
後
に
『
定
本
柳
田
集
』
に
収
録
さ
れ
た
。
本
稿
が
書
か
れ
た
年
代
は
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）�

木
崎
外
字
窓
が
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
か
ら
町
内
・
領
内
を
巡
回
し
て
古
老
か
ら
聞
取
り
す
る
な
ど
し
て
、
七
年
後
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
24
）�

宮
城
県
名
取
市
高
館
熊
野
神
社
の
勧
請
に
ま
つ
わ
る
説
話
で
あ
る
。
小
林
健
二
「
名
取
老
女
熊
野
勧
請
説
話
考
―
「
名
取
熊
野
縁
起
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
よ
る
と
、
概
要
と
し

て
は
「
昔
、
名
取
郡
に
熊
野
権
現
を
信
仰
す
る
巫
女
が
い
た
。
巫
女
は
毎
年
熊
野
へ
の
参
詣
を
し
て
い
た
が
、
年
老
い
て
熊
野
へ
行
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
保
安
四

年
（
一
一
二
三
）
名
取
に
熊
野
三
山
を
自
ら
祀
り
参
詣
し
て
い
た
。
後
日
、
陸
奥
下
向
予
定
の
熊
野
の
山
伏
が
、「
陸
奥
に
下
る
な
ら
ば
名
取
に
立
ち
寄
り
老
女
に
渡
し
物
を
せ
よ
」

と
の
霊
夢
を
見
る
。
枕
元
に
は
梛
の
葉
に
「
み
ち
と
を
し
と
し
も
い
つ
し
か
お
い
に
け
り
お
も
い
お
こ
せ
よ
わ
れ
も
わ
す
れ
じ
」
と
虫
喰
い
文
字
の
神
詠
が
あ
っ
た
。
山
伏
は
直

ち
に
名
取
に
向
か
い
老
女
に
霊
夢
と
神
詠
を
伝
え
る
と
、
老
女
は
名
取
の
熊
野
三
社
に
山
伏
を
案
内
し
、
祭
文
を
唱
え
幣
帛
を
捧
げ
た
。
す
る
と
熊
野
権
現
の
使
者
、
護
法
善
神

が
現
れ
、
老
女
を
祝
福
し
消
え
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
25
）
小
林
健
二
「
名
取
老
女
熊
野
勧
請
説
話
考
―
「
名
取
熊
野
縁
起
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』　

第
八
号　

国
文
学
研
究
資
料
館　

一
九
八
二

（
26
）�『
本
朝
神
社
考
』
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
か
ら
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
間
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
巻
六　

都
良
香
の
条
に
林
羅
山
が
一
五
九
〇
年
頃
の
幼
少
期
に
聞

い
た
話
と
し
て
い
る
。
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参
考
文
献

○
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』 

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
五
五

○�

遠
藤
珠
紀
、
須
田
牧
子
、
田
中
奈
保
、
桃
崎
有
一
郎
「
綱
光
公
記
―
文
安
六
年
（
宝
徳
元
年
）
四
月
～
八
月
記
―
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

第
27
号　

二
〇
一
七

○�

小
浜
市
郷
土
研
究
会
『
八
百
比
丘
尼 

伝
説
資
料
集
』［
改
訂
］
小
浜
市
郷
土
研
究
会 

一
九
九
一

○�

小
林
健
二
「
名
取
老
女
熊
野
勧
請
説
話
考
―
「
名
取
熊
野
縁
起
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』　

第
八
号　

国
文
学
研
究
資
料
館　

一
九
八
二

○
斉
藤
研
一
「
史
料
と
し
て
の
お
伽
草
子　

研
究
史
覚
書
」『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』　

笠
間
書
院　

二
〇
〇
八

○
沢
井
耐
三
「『
筆
結
の
物
語
』
―
室
町
武
人
の
知
識
と
ユ
ー
モ
ア
―
」『
室
町
物
語
と
古
俳
諧
：
室
町
の
「
知
」
の
行
方
』 

三
弥
井
書
店　

二
〇
一
四

○�

沢
井
耐
三
「
狐
と
狸
、
中
世
的
相
貌
の
一
面
」『
絵
巻
・
室
町
物
語
と
説
話
』（
説
話
論
集
／
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
：
第
八
集
）
清
文
堂
出
版　

一
九
九
八 

○
冨
樫
晃
「「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」
の
研
究
―
佐
渡
の
伝
承
と
「
田
屋
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
三
十
九
号 

日
本
口
承
文
芸
学
会 

二
〇
一
六　
　

○
冨
樫
晃
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
成
立
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
の
若
狭
小
浜
を
中
心
に
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
四
十
三
号 

日
本
口
承
文
芸
学
会 

二
〇
二
〇　
　

○
冨
樫
晃
「
東
日
本
地
域
の
寺
院
に
お
け
る
八
百
比
丘
尼
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
四
十
四
号　

日
本
口
承
文
芸
学
会　

二
〇
二
一　

○�

冨
樫
晃
「
若
狭
小
浜
の
寺
社
に
お
け
る
経
済
活
動
と
し
て
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
利
用
―
小
浜
発
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
各
地
へ
の
伝
播
と
そ
の
影
響
に
つ
い

て
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
四
五
号　

日
本
口
承
文
芸
学
会　

二
〇
二
二　

○
日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
編
『
お
伽
草
子
』　

有
精
堂
出
版　

一
九
八
五

○
根
井
浄
「
廻
国
の
比
丘
尼
」
仏
教
民
俗
学
大
系
２
『
聖
と
民
衆
』
名
著
出
版　

一
九
八
六

○�

浜
野
安
則
「「
筆
結
物
語
」
に
み
え
る
小
笠
原
氏
―
お
伽
草
子
に
描
か
れ
た
武
家
故
実
の
パ
ロ
デ
ィ
―
」『
信
濃
』
第
67
巻
第
８
号　

信
濃
史
学
会　
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192

二
〇
一
五

○
『
福
井
県
史
』
通
史
編
２　

中
世　

福
井
県　

一
九
九
四　

○
三
浦
億
人
「
異
類
幻
想
：『
筆
結
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』 

笠
間
書
院　

二
〇
〇
八
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